
2018/09/29 

2017年度活動報告と 2018年度事業計画 

文責：2018年度日本学生フライヤー連盟理事長 墨幹 

 1 

2017 年度日本学生フライヤー連盟活動報告 

2017年度開催大会&合宿 

 

大会 

PG 開催場所 開催日程 HG 開催場所 開催日程 

尾神 SC 尾神 2017 年 8月 22 日 

～24 日 

nasaS 足尾 2017 年 8月 29 日 

～8 月 31 日 

PG 学選 足尾 2018 年 2月 26 日 

～3 月 1 日 

龍門オー

プン 

龍門 2018 年 2月 19 日 

～22 日 

PG 新人戦 十分一 2017 年 11 月 11、12

日 

HG学選 耳納 2018 年 3月 8 日 

～11 日 

   HG 新人戦 荒神 2017 年 3月 24、25 日 

 

合宿・安全講習会 

HG/PG 東京都内 HG・PG

体験会 

東京臨海広域防

災公園 

2017 年 4月 7、8 日 

HG/PG 安全講習会 東洋大学 2017 年 6月 27 日、 

2018 年 1月 9 日（夏と冬 2 回開催） 

HG/PG 砂丘合宿 鳥取砂丘 2017 年 9月 5～8 日 

HG/PG PINK CUP 十分一山 2017 年 10月 28、29 日 

HG トーイング講習会 荒神山 2017 年 3月 24、25 日（新人戦と同時開催） 

日本学連総会 2018 年 3月 3 日（オンライン） 

 

※詳細は 2017 年度理事長 堀の作成した報告書（別紙）を参照。 

本年度も同様の大会、合宿を実施予定。（後述） 
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2017年度日本学生フライヤー連盟決算 
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2018 年度日本学生フライヤー連盟活動計画 

活動指針 

「活動の透明化」「大会の活性化」 

 

 会計状態や補助金、保険制度などの広報を実施し、一般学生フライヤーと JSFF理事会を

もっと身近な存在にしてゆく。 

 HP や SNS などを用いた情報発信を積極的にし、一般社会人のフライヤーに学生の活動を

透明化する。 

 大会・合宿の運営体制、審査制度を見直し、質を向上させる。 

 学生フライトコンテストを一新し、参加できる学生の層を厚くする。 

 卒業後社会人になっても飛び続けられるよう働きかけを実施する。 

 

具体的な活動内容 

【理事会の活動】 

 規則・大会などの審査・公認 

 JHFとの連携 

 JPAとの交流強化 

 日本学連の広報活動 

 日本学連費の設定・徴収 

 各補助金申請の受理 

 学連総会の準備・運営 

【HG・PG 学生リーグ事務局の活動】 

 年間競技規定の改定 

 学連公認大会での記録集計 

 学生フライトコンテストの一新 

 リーグ HP の更新・管理 

 大会結果の反映 

【広報係の活動】 

 大会・イベント等の告知 

 Twitter・Facebook 等の SNS の運用 

 JHFレポート学連枠の寄稿 

 学連だより（仮）の発行 

【HP 管理係の活動】 

 日本学連ホームページの管理・更新 

【名簿係の活動】 

 学連員名簿の更新 

 新入生入部数の調査 

【渉外係の活動】 

 学生大会の協賛企業の吸い上げ、共有 

 協賛をいただいた企業・個人への年賀状

作成 

【地区連盟理事の活動】 

 大会・イベントの運営 

 地区学連会議の開催 

 名簿作成と地区学連費の徴収
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組織図 

 

※理事長、副理事、会計からなる「理事会」を中心に運営を行う。 

2018年度役員名簿 
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2018年度開催予定公認大会＆合宿 

 

昨年度まで実施していた HG リーグ対象大会のかっぱかっぷはイントラ不在、役員不足のた

め、中止。来年度、他エリアでの開催を検討中。 

PG リーグ対象大会をもうひとつ、獅子吼での開催を検討中。こちらも来年度以降の開催を検

討中。 

昨年度同様、交通費削減のため学連総会は地区ごとに集まって Skype を予定。 

 


